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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

６

琵琶湖汽船が定期船を一新
「 べ ん て ん 」 白 一 色 に

長
浜
市
が
バ
イ
オ
技
術
推
進
へ

「
全

国

拠

点

の

一

つ

に
」

　

微
生
物
や
細
胞
が
持
つ
働
き
に

よ
っ
て
有
用
な
物
質
を
生
産
す
る

バ
イ
オ
技
術
を
活
用
し
よ
う
と
、

長
浜
市
は
４
月
27
日
、
経
産
省
近

畿
経
済
産
業
局
が
２
月
に
創
設
し

た
「
輝
く
い
の
ち
の
も
の
づ
く
り

推
進
宣
言
」
を
行
っ
た
。

　

宣
言
は
バ
イ
オ
技
術
活
用
の
機

運
醸
成
、
需
要
拡
大
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
県
内
自
治
体
に
よ
る

宣
言
は
初
め
て
。
市
に
は
長
浜
バ

イ
オ
大
学
な
ど
が
あ
り
、
バ
イ
オ

産
業
拠
点
と
し
て
の
強
み
を
広
く

発
信
し
、
他
の
宣
言
自
治
体
や
関

連
企
業
と
の
情
報
交
流
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

　

市
の
宣
言
内
容
は
、
バ
イ
オ
も

の
づ
く
り
産
業
基
盤
の
整
備
▽
地

元
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
共

創
促
進
▽
産
学
連
携
に
よ
る
人
材

育
成
の
強
化
▽
次
世
代
バ
イ
オ
・

理
系
人
材
育
成―

―

の
４
本
柱
か

ら
な
っ
て
い
る
。

　

浅
見
宣
義
市
長
は
「
長
浜
を
バ

イ
オ
技
術
の
全
国
の
一
つ
の
拠
点

に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

滋
賀
大
が
命
名
権
事
業
導
入

校
舎
や
体
育
館
な
ど
33
施
設

舟橋青年文学賞の作品募集
締 め 切 り は ９ 月 １ 日

　

滋
賀
大
学
（
竹
村
彰
通
学
長
）

は
今
年
度
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
命
名
権
）
事
業
を
導
入
し
た
。

彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
（
彦
根
市
馬
場

１
）
と
大
津
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
津

市
平
津
２
）
の
計
33
施
設
を
対
象

に
募
集
。
４
月
か
ら
彦
根
キ
ャ
ン

パ
ス
で
３
社
（
滋
賀
銀
行
、
古
河

Ａ
Ｓ
、
い
ろ
あ
わ
せ
）
と
の
事
業

が
始
ま
っ
た
。　

　

校
舎
棟
第
５
講
義
室
を
「
し
が

ぎ
ん
未
来
よ
し
ホ
ー
ル
」
▽
体
育

館
を
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
」
＝
写

真　
▽
研
究
棟
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
を

「
ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
．
ラ
ウ
ン

の
名
を
冠
し
た
文
学
賞
を
設
け
た
。

　

応
募
資
格
は
13
〜
30
歳
（
９
月

１
日
時
点
）
。
ジ
ャ
ン
ル
は
小
説
、

随
筆
、
戯
曲
、
評
論
。
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
50
枚
以
内
で
縦
書

き
と
す
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場

合
は
Ａ
４
用
紙
に
縦
書
き
（
40
字

×

25
行
）
で
印
字
す
る
。
自
作
未

発
表
の
作
品
に
限
る
。
賞
金
は
15

万
円
。
選
考
委
員
は
作
家
の
佐
藤

洋
二
郎
氏
、
藤
沢
周
氏
、
増
田
み

　
　

ず
子
氏
と
文
芸
評
論
家
の
富

　
　

岡
幸
一
郎
氏
。
郵
送
や
ウ
ェ

　
　

ブ
で
応
募
で
き
る
。
締
め
切

　
　

り
は
９
月
１
日
（
当
日
消
印

　
　

有
効
）
。
問
い
合
わ
せ
は
彦

　
　

根
市
立
図
書
館
（
０
７
４
９

　
　

・
22
・
０
６
４
９
）
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
は
第
38
回
舟
橋
聖
一
顕

彰
青
年
文
学
賞
の
作
品
を
全
国
か

ら
募
集
し
て
い
る
。
故
・
舟
橋
聖

一
氏
＝
写
真
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
＝
は
幕
末
の
大
老
、
井
伊
直

弼
を
題
材
に
し
た
小
説
「
花
の
生

涯
」
を
執
筆
し
、
出
身
地
の
彦
根

市
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
功

績
に
よ
り
彦
根
市
名
誉
市
民
第
１

号
と
な
っ
た
。
青
少
年
の
文
学
振

興
の
た
め
、
１
９
８
９
年
度
に
そ

ジ
」
▽
第
２
校
舎
棟
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
を
「
し
が
キ
ャ
リ
コ
モ

ン
ズ
」
と
命
名
。
各
施
設
に
は
新

名
称
の
ボ
ー
ド
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
残
り
の
29
施

設
で
命
名
権
を
募
集
中
。
最
低
命

名
権
料
は
20
万
〜
１
０
０
万
円
。

①
公
共
性
・
信
頼
性
の
高
い
大
学

内
で
社
名
や
ロ
ゴ
を
Ｐ
Ｒ
②
学
生

・
来
学
者
へ
の
認
知
度
ア
ッ
プ―

―

な
ど
の
利
点
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
施
設
管
理
課

（
０
７
４
９
・
27
・
１
０
１
４
）。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

築
い
た
城
下
町
・
長
浜
と
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
名
高
い
竹
生
島

を
35
分
で
結
ぶ
。
３
月
末
に
就
航

し
た
。
同
社
は
「
湖
北
の
観
光
シ

ー
ン
を
地
域
と
共
に
盛
り
上
げ
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

長
浜
市
の
長
浜
港
と
竹
生
島
を

結
ぶ
琵
琶
湖
汽
船
の
定
期
船
「
べ

ん
て
ん
」
の
外
装
が
一
新
さ
れ
た
。

県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
戦
国
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
滋
賀
・
び
わ
湖
」

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄

弟
！
」
の
放
送
に
合
わ
せ
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　

白
と
茶
色
の
２
色
だ
っ
た
船
体

を
、
青
い
琵
琶
湖
と
緑
の
竹
生
島

が
映
え
る
白
一
色
に
塗
り
替
え
た
。

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は「
光
輪
」。

ひ
ょ
う
た
ん
型
に
見
え
る
竹
生
島

の
地
形
と
豊
臣
家
が
馬
印
と
し
た

千
成
び
ょ
う
た
ん
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

船
体
に
シ
ン
ボ
ル
モ
チ
ー
フ
と
な

る
金
色
の
円
を
重
ね
て
描
い
て
い

る
。
べ
ん
て
ん
は
１
６
２
人
乗
り
。

全
長
25
㍍
。
豊
臣
秀
吉
が
初
め
て

リニューアルされたべんてんのイラスト

輝
く
い
の
ち
の
も
の
づ
く
り
推
進
宣

言
を
行
っ
た
浅
見
宣
義
市
長（
中
央
）


